
岩手県水産技術センターの研究費等の管理・監査に係る実行計画 

 

平成 25 年 3 月 21 日 

 

 

 この計画は、「岩手県水産技術センターにおける研究費の管理・監査の実行方針」（以下、「実行方針」とい

う。）第２に基づき、岩手県水産技術センター（以下、「センター」という。）の研究活動における研究に係る経費

（以下、「研究費等」という。）の適正な管理・監査を推進するための実行計画を以下のとおり定める。 

 

 

第１節 運営・管理責任体系の明確化 

１．最高管理責任者は、実行方針の第４により、統括管理責任者及び部所責任者が責任を持って研究費等

の運営・管理が行えるよう、適切に指揮する。 

 

２．最高管理責任者、統括管理責任者及び部所責任者（以下「各責任者」という。）の職名、各責任者の責任

範囲・権限をホームページで公表する。 

 

３．最高管理責任者は、実行方針の第７の第１項による不正防止推進チーム（以下、「チーム」という。）の不正

防止に係る活動を積極的に推進する。 

 

 

第２節 適正な運営・管理の基盤となる環境の整備 

１．ルールの周知 

(1) 最高管理責任者は、センター職員が「岩手県会計規則」など関係法令を遵守し、適正な研究費等の管理

について全職員に周知する。 

(2) チームは、センター職員が適正な研究費等の管理を行っているかを把握・チェックする。 

(3) チームは、センター内外からの研究費等の事務処理手続きに関する相談窓口として、センター職員が効

率的に研究を遂行できるよう適切に支援する。 

 

２．職務権限の周知 

最高管理責任者は、研究を行う者と事務を処理する者の手続き及び決裁の権限（フロー）をセンター職員

に周知する。 

 

３．職員の意識向上 

(1) 各責任者は、自らが率先してセンター職員の意識向上を推進する。 

(2) チームは、研究費等の運営・管理を適正に実施するため、センター職員に対する研修及び説明会を開催

し、次の内容を周知、徹底する。 

①研究費等の運営・管理の必要性（根拠法令等） 

②適正管理のための業務体制 

③経理事務手続きのフロー 

④その他、センター職員の意識向上に必要な事項 

 

４．調査等の透明化 

(1) 「職員の職務に係る倫理の保持に関する条例」及び「同規則」、「物品の製造の請負又は物品の買入れに



係る競争入札参加者の資格及び指名に関する規程」に反する行為に係る通報があった場合には、速やか

に公正性及び客観性のある調査を行う。 

(2) この調査は最高管理責任者の指名するものが行う。 

(3) この調査により、不正等の行為の事実を確認した場合は速やかに本庁主幹課に報告する。 

 

 

第３節 研究費等の管理・監査に係る実行計画の実施 

１．最高管理責任者は、研究費等の不正使用を発生させる要因を把握し、その対応策を計画に反映させ、着

実な実行を指導する。 

２．最高管理責任者は、センター内外に対して研究費等の不正防止を推進することを表明するとともに、計画

を着実に実施する。 

３．最高管理責任者は、計画の実施状況を把握し、必要に応じて改善の指示を行う。 

４．チームは、計画の実施状況を部毎にモニタリングし、必要に応じて最高管理責任者に改善すべき事項等

を報告する。 

 

 

第４節 研究費等の適正な運営・管理活動 

１．研究費等の適正な運営・管理 

(1) 各責任者は、予算執行状況を適正かつ効率よく管理する。 

(2) 各責任者は、発注前に研究費等の支出財源を特定し、予算執行状況を常時把握する。 

(3) 各責任者は、「不適切な事務処理に関する全庁調査報告書」（県議会提出 H20.11.27）の再発防止策に

基づき、物品調達手続きの徹底と内部統制の強化に努める。 

 

２．旅費の適正な執行 

(1) センター職員の出張は、「一般職の職員等の旅費に関する条例」に基づく旅行命令等（第 21 条）によって

行い、「職員服務規程」に基づく復命（第 14 条）によってその概要を上司に速やかに報告する。 

(2) 各責任者は、旅費の支出財源を特定し、予算執行状況を常時把握する。 

 

 

第５節 情報の伝達を確保する体制の確立 

１．チームは、研究費等の使用ルール及び事務処理手続きに係るセンター内外からの相談に適切に応対す

るとともに、研究費等の不正使用に係るセンター内外からの通報（告発）を受けた場合には、最高管理責任

者、統括管理責任者及び関係する部局責任者に対し、正確かつ速やかに情報を伝達する。 

２．通報（告発）に係る連絡体制は、最高管理責任者のもとに常時連絡等が取れる体制を整備する。 

３．チームは、センター内外からの理解と協力が得られ、また、適確な情報が寄せられるよう、ホームページに

適切に情報を公表する。 

 

 

第６節 モニタリング 

１．チームは、研究費等を適正に管理するため、実行方針第３の各項の研究費毎に、任意の研究課題につい

て研究担当者にヒアリングし、センター内のモニタリングとする（別表：ヒアリング項目）。 

２．また、１．のモニタリングの結果を踏まえ、年１回以上の内部監査を実施する。 

３．このモニタリングの結果については、知的財産権等、県の公有財産としての価値を損なわない範囲におい

て、必要に応じて内外に公表する。 



 

（別紙様式） 

 

最高管理責任者

（所長） 

統括管理責任者 

（副所長） 

部所責任者 

（各部長） 

不正防止推進担当 

(チーム員) 

起案者 

     

 

(  .  .  ) 

 下記のとおり、研究担当者に聞取りを行いましたので、報告します。 

 

 

１．聞取り実施日 平成○年○月○日 

２．聞取り実施者（所属・職・氏名）  

３．研究担当者（所属・職・氏名）  

４．外部研究資金事業名称  

５．研究課題名（ｷｰﾜｰﾄﾞ）  

調
査
項
目 

①研究進捗状況  

②研究費執行状況  

 a) 備品購入  

 b) 需用費  

 c) 旅費  

 d) 賃金  

 e) その他  

③研究推進上の阻害 

要因 

 

④その他（特記事項等）  

（聞取り者所感等） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不正防止推進チーム及び相談窓口 

 

①不正防止推進チーム長（総括） 副所長 

②サブチーム長（相談窓口）  企画指導部長、総務部長 

③チーム員   総務部員、企画指導部員 

水産技術センターにおける情報伝達体制 

 

(1) 内部通報は、「岩手県職員公益通報制度実施要綱」第４の定めるところにより、「内部窓口」（総務部人

事課 koueki-tuho@pref.iwate.jp）等に連絡する。 

(2)センター内外の通報者の意思によって、センター不正防止推進チームに相談する場合は、次の手順に

よって最高管理責任者に情報を伝達する。 

 

   相談窓口   サブチーム長（企画指導部長）が対応（0193-26-7914） 

↓ 

   内容検討   チーム長（副所長）に報告し、チーム長がチーム員を招集し、内容を精査 

↓ 

   各責任者に対する通報内容の報告 最高管理責任者、統括管理責任者、部所責任者に報告 

      ↓ 

   最高管理責任者による指示  最高管理責任者が、適切な措置を指示 

        ↓ 

    調  査    事実確認・内容精査 

      ↓ 

   最高管理責任者に報告 


